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(主)成田小見川鹿島港線

事業区間 延長4.26km

大栄JCT

成
田
市
多
良
貝

（仮称） （主）成田小見川鹿島港線IC

成田国際空港

１．事業の概要

起点 ：成田市取香

終点 ：成田市多良貝

延長 ： Ｌ=4.26㎞

幅員 ： W=25m（４車線）

道路規格 ： 第3種第2級

設計速度 ： 60㎞/h

全体事業費 ：57億円

（内、駒井野工区を除く)

なりた し たらがい

なりた し とっこう
（主）成田小見川鹿島港線の位置

計画横断図

事業箇所

凡例

事業区間（事業中）

事業区間（整備済）

高規格道路

事業中

国道

県道

駒井野工区

L=1.10km

(完成4車線整備済)

天神峰工区

L=0.56km

取香工区

L=1.00km

川上工区

L=1.60km
至香取市

至成田市街

成田IC

成田SIC

新空港IC

成田JCT
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※大栄JCT～国道296号IC（仮称）間は、1年程度前倒しでの開通を目指す
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51

295

(主)成田小見川鹿島港線
事業区間 延長4.26km

天神峰工区
L=0.56km

取香工区
L=1.00km

２．事業の進捗状況

凡例

事業区間（整備中）

事業区間（整備済）

高規格道路

事業中

国道

主要地方道

（仮称） （主）成田小見川鹿島港線IC

成
田
市
取
香

成田国際空港

写真①

駒井野工区
L=1.10km

(完成4車線整備済)

H17.3
2車線供用(暫定)

施工中 整備済

川上工区
L=1.60km

写真①
凡例

至香取市

至成田市街
至多古町

成
田
市
多
良
貝

全体事業進捗率
   95%（事業費ベース）

全体用地進捗率
94%（面積ベース）

【令和6年度末予定】

新空港IC

成田SIC

成田IC

成田JCT

合計川上工区天神峰工区
駒井野工区

（天神峰トンネル）
取香工区

平成7年度平成7年度平成11年度平成21年度事業着手

94%100%100%100%52%用地
（面積ベース）

一部実施一部実施完成4車線整備済
H17.3

2車線供用（暫定）

一部実施工事

95%93%95%50%
事業

進捗率

（１）事業の進捗状況

※大栄JCT～国道296号IC（仮称）間は、1年程度前倒しでの開通を目指す
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撮影日：令和6年10月8日



（２）－１ 事業費増加について

前回評価（R２再評価）
約５４億円

今回評価（R６再評価）
約５７億円（約３．０億円増）

内容項目

①鉄道交差部断面の変更による事業費の増加（１．１億円）

②労務単価・資材コスト上昇による増加 （1．9億円）

工事費の増加
（３．０億円）

２．事業の進捗状況
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（２）－２ 事業費増加の要因①
鉄道交差部断面の変更 （１．１億円 増）
• 当初、取香工区内で鉄道事業者が管理する第２駒井野トンネルとの交差部の道路拡幅箇所について、

道路土工等の一般的な基準に基づき盛土構造物設計を実施。
• 鉄道事業者と協議を行った結果、通常の盛土構造物ではトンネルに影響を与えることが分かったため、影響を
与えない構造に変更。

２．事業の進捗状況
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歩道部

◆側面図

◆側面図

◆横断図

◆横断図

第２駒井野トンネル

第２駒井野トンネル

第２駒井野トンネル

第２駒井野トンネル

変更計画（歩道橋、軽量盛土）

当初計画（L型擁壁）
【位置図】

第２駒井野トンネルとの交差部の道路拡幅箇所
についてＬ型擁壁構造を計画
上載荷重がトンネル構造に影響を及ぼすことが判明

（変更）
現地盤の一部を軽量盛土（EPS）に置き換え

（変更）
トンネル影響範囲外に歩道橋を設置

歩道部

トンネル影響線

第２駒井野トンネルとの交差部

（拡幅前）

（拡幅前）



（２）－２ 事業費増加の要因②
〇 建 設 費 デ フ レ ー タ ー に よ る 令 和 1 0 年 度 ま で の 工 事 費 上 昇 に よ る 事 業 費 増 約 1 . 4 億 円
〇 週 休 2 日 制 度 の 取 組 に よ る 事 業 費 増 約 0 . 5 億 円

合 計 約 1 . 9 億 円

〇 残 工 事 に 対 し て の 工 事 費 割 増 1 0 . 2 億 円 （ 残 事 業 費 【 R 2 時 点 】 ） × 1 . 1 3 ＝ 1 1 . 6 億 円 増 額 約 1 . 4 億 円

〇 週 休 2 日 制 度 の 取 組 割 増 1 0 . 2 億 円 （ 残 事 業 費 【 R 2 時 点 】 ） × 1 . 0 4 ＝ 1 0 . 7 億 円 増 額 約 0 . 5 億 円

労 務 単 価 ・ 資 材 コ ス ト 上 昇 に よ る 増 額 合 計 1 . 5 億 円 ＋ 0 . 4 億 円 ＝ 約 1 . 9 億 円

引 用 元 （ 出 典 ）
・ 建 設 工 事 費 デ フ レ ー タ ー ： 国 土 交 通 省
h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / s o g o s e i s a k u / j o u h o u k a / c o n t e n t
/ d e f n e n d o _ 2 4 1 0 3 1 . x l s x
・ 工 事 に お け る 週 休 2 日 の 取 得 に 要 す る 費 用 計 上 に つ い て （ 試 行 ） ： 国 道
交 通 省
h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / t e c / c o n t e n t / 0 0 1 7 3 0 3 2 0 . p d f

R5年度R4年度R3年度R2年度
建設工事費
デフレーター

113.2110.0104.1100.0土木総合

■建設工事費デフレーター ■月単位の週休2日適用工事（令和6年時点）

補正係数経費

1.04労務費

1.02機械経費（賃料）

1.03共通仮設費率

1.05現場管理費率

1.04平均値

※ 令 和 ２ 年 度 を 基 準 に 建 設 費 デ フ レ ー タ ー を 設 定
※ 建 設 工 事 費 デ フ レ ー タ ー ： 建 設 工 事 に 係 る 「 名 目 工 事 費 額 」 を

基 準 年 度 の 「 実 質 額 」 に 変 換 す る 目 的 で 作 成 し て い る 指 標 。

２．事業の進捗状況
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２．事業の進捗状況
（３）事業期間の延伸

R10R9R8R7R6R5R4R3R2R1・・・H9

令和2年度
事業評価時

事業期間：H9～R6

令和6年度
事業評価時

事業期間：H9～R10

R2
前回評価

R10
事業完了予定

4年

延伸理由
• 用地取得交渉難航のため、事業期間を令和６年度から令和１０年度に延伸する
• 圏央道（大栄～横芝）の開通に併せた一部供用及び令和１０年度の事業完了に向け、事業の適切な工程管理

に努める

8
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３．社会経済情勢
（１）（主）成田小見川鹿島港線の周辺状況と事業の必要性

出典：成田空港周辺の地域づくりに関する「実施プラン」（令和6年9月改訂版）

■交通量

■成田空港の更なる機能強化

年間発着回数50万回時
（2032年度頃）

2018年時点

7,500万人/年4,000万人/年旅客数

300万トン/年200万トン/年貨物取扱量

7万人4万人空港内従業員

51

295

408

296

大栄JCT

成田SIC

成田IC
成田JCT

野毛平工業団地

貨物地区

空港南部工業団地

成田市場

成田国際空港

大栄工業団地

（仮称） （主）成田小見川鹿島港線IC

(仮称)国道296号IC

至香取市

至多古町

至成田市街

凡例
事業区間（事業中）

事業区間（整備済）

高規格道路

事業中

国道

主要地方道

空港拡張地域

工業団地

物流企業

成田市場

新空港IC

※整備前：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査、 整備後：R22将来交通量推計結果

・ 本 路 線 沿 線 に は 、 空 港 貨 物 等 を 取 り 扱 う 物 流 企 業 が 立 地 し て お り 、 空 港 周 辺 の 工 業 団 地 と の
ア ク セ ス 道 路 と し て 機 能 し て い る 。 ま た 、 成 田 市 場 の 移 転 に よ る 交 通 需 要 の 増 加 や 現 在 整 備 が
進 め ら れ て い る 圏 央 道 （ 大 栄 - 横 芝 間 R ８ 年 度 開 通 見 込 み ※ ） 等 、 将 来 の 交 通 需 要 に
対 応 し て い く た め ４ 車 線 化 整 備 を 行 う も の で あ る 。

・ 成 田 空 港 で は 更 な る 機 能 強 化 に 向 け た 計 画 が 進 め ら れ て お り 、 本 路 線 の 交 通 の 円 滑 化 に
対 す る 要 請 は 今 後 よ り 一 層 高 ま っ て い く も の と 考 え ら れ る 。

交通量が１.13倍

※大栄JCT～国道296号IC（仮称）間は、1年程度前倒しでの開通を目指す
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事業区間 延長4.26km



7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

・ 成 田 小 見 川 鹿 島 港 線 の 事 業 区 間 で は 、 （ 仮 称 ） 新 田 入 口 交 差 点 、 多 良 貝 交 差 点 及 び
成 田 市 取 香 周 辺 で 日 中 を 通 し て 旅 行 速 度 が 2 0 k m / h 以 下 と な る な ど 、 混 雑 が 発 生 。

３．社会経済情勢
（２）渋滞状況

完成4車線整備済

凡例

事業区間（事業中）

事業区間（整備済）

高規格道路

事業中

国道

主要地方道

至香取市

至多古町

写真②

写真①

旅
行
速
度

平
日

下り

上り

凡例

20Km/h以下

30Km/h以下

40Km/h以下

40Km/h超

（仮称） （主）成田
小見川鹿島港線IC

出典：本田技研工業（株）プローブデータ（R5.4～R6.3 平日）

写真①

写真②

写真②

(

仮
称)

新
田
入
口

※大栄JCT～国道296号IC（仮称）間は、1年程度前倒しでの開通を目指す

10

撮影日：令和6年10月8日

多
良
貝
交
差
点

十
余
二
交
差
点

成田市取香周辺

事業区間 延長4.26km

H17.3
2車線供用(暫定)
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千葉県 成田小見川鹿島港線

事業区間
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（３）交通事故

３．社会経済情勢

■事業区間の死傷事故件数（H29～R3）

・事業区間の平成２９年～令和３年の５年間の交通事故は年平均で１０件発生。
・死傷事故率は４３．８件/億台キロであり、県平均の３９．３件/億台キロを上回っている。
・渋滞が発生要因の一つである追突事故の割合が７割以上を占めている。

【死傷事故率とは】

・１台の車が一定距離走行する間に事故に遭う確率を指す。

・死傷事故率（件/億台キロ）＝年間死傷事故件数／

走行台キロ（年間交通量×走行距離）

出典：ITARDAデータ（H29～R3)

事故発生箇所

追突

出会頭衝突等

人対車両
（仮称） （主）成田
小見川鹿島港線IC

■事故類型（H29～R3）

追突事故が

約7割

（件/年）

※大栄JCT～国道296号IC（仮称）間は、1年程度前倒しでの開通を目指す

11

多良貝交差点

成田市取香

(

仮
称)

新
田
入
口

多
良
貝
交
差
点

十
余
二
交
差
点

事業区間 延長4.26km

約１．1倍

件/億台km

■死傷事故率（H29～R3）

出典：ITARDAデータ（H29～R3)



社
会
的
割
引
率

■費用および便益算定の前提
基準年次 ：令和６年度
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率：４％（参考値：２％、１％）

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

●道路整備に要する事業費
●道路維持管理に要する費用
●道路構造物の更新に要する費用

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）

４．事業の投資効果
（１）費用便益比の算定

費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ

令和５年１２月
国土交通省

道路局、都市局

デ
フ
レ
ー
タ
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４．事業の投資効果
（２）便益の算定方法

交通流の推計

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

事故減少便益

＝ 道路整備無の走行経費 － 道路整備有の走行経費

＝ 道路整備無の走行時間の価値 － 道路整備有の走行時間の価値

＝ 道路整備無の交通事故損失額 － 道路整備有の交通事故損失額

総便益（Ｂ）

道路整備の有無によるそれぞれの交通量、走行速度等を推計

DO DO

整備無（without） 整備有（with）

（without） （with）

（without） （with）

（without） （with）
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４．事業の投資効果
（３）整備効果（走行時間の短縮)

・ 令 和 ４ 年 に 成 田 空 港 に 隣 接 す る 天 神 峰 地 区 に 新 生 成 田 市 場 が 開 場 。
・ 新 生 成 田 市 場 は 「 ワ ン ス ト ッ プ 輸 出 機 能 」 を 備 え た 日 本 初 の 物 流 拠 点 。
・ ４ 車 線 化 に よ り 、 成 田 市 場 か ら 成 田 空 港 貨 物 地 区 ま で の 所 要 時 間 が 約 ２ 分 短 縮 さ れ 、 物 流 の

効 率 化 へ 寄 与 す る 。

成
田
空
港

貨
物
地
区

整備前

整備後

約７分

約２分短縮

約５分

成
田
市
場

■所要時間の短縮

成田市場から成田空港貨物地区に貨物を搬入する
ときに利用します。成田市場の移転により、成田空
港からの商品の輸出案件が増大しました。朝晩の
渋滞によって貨物の搬入が間に合わず、航空機へ
の搭載が間に合わない恐れがあります。

４車線化は当然必要な事業であり是非進めていた
だきたい事業と考えております。

■新生成田市場事業者の声

新生成田市場
事業者の方

（R6.ヒアリング）

※大栄JCT～国道296号IC（仮称）間は、1年程度前倒しでの開通を目指す
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※整備前：R3道路交通センサス混雑時旅行速度
整備後：R22交通量推計速度

出典：成田市場HP

成田国際空港

貨物地区

凡例

高規格道路

事業中

国道

主要地方道

295

（仮称） （主）成田
小見川鹿島港線IC

至香取市

至多古町

新空港IC

成田市場

成田市取香 (

仮
称)

新
田
入
口

多
良
貝
交
差
点

十
余
二
交
差
点

事業区間 延長4.26km

令和４年１月２０日、成田国際空港隣接
地に開場した新市場

農水産物の加工と輸出手続きを場内で
完結できる「ワンストップ輸出機能」を備
えた日本初の物流拠点

成田の強みを活かした市場の輸出拠点
化により、農林水産物の輸出拡大に貢献

■成田市公設地方卸売市場（新生成田市場）
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４．事業の投資効果
（４）整備効果（交通事故減少）

・４車線化及び中央分離帯の整備により、死傷事故率が３４．７件／億台キロ（整備前）から
３１．５件／億台キロ（整備後）に減少し、交通事故の減少や重大事故の防止が期待される。

中央分離帯が
整備され

安全性が向上

3,500 6,500

3,250 3,250

6,500

3,250 3,250

3,5005004,000

3,500

250 250

500

（単位：mm）

25,000

■中央分離帯の整備

■中央分離帯整備による死傷事故率の
変化

※令和3年度全国道路・街路交通情勢調査及びイタルダ（H29-R3）より算出
※千葉県主要地方道を対象

※大栄JCT～国道296号IC（仮称）間は、1年程度前倒しでの開通を目指す
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（単位：mm）

3,250

※2車線かつ中央分離帯無を整備前、4車線かつ中央分離帯有を整備後として、千葉県主要地方道を対象に死傷事故率を算出

3,250

6,500
【整備前】 【整備後】

（仮称） （主）成田
小見川鹿島港線IC

完成4車線整備済

事業区間（事業中）

事業区間（整備済）

高規格道路

事業中

国道

県道成田市取香

(

仮
称)

新
田
入
口

多
良
貝
交
差
点

十
余
二
交
差
点

事業区間 延長4.26km

H17.3
2車線供用(暫定)



・ 緊 急 輸 送 道 路 ２ 次 路 線 に 指 定 さ れ 、 現 道 ２ 車 線 で は 道 路 の 閉 塞 が 起 き や す く 、 脆 弱 で あ る 。
・ ４ 車 線 化 に 伴 い 緊 急 車 両 の 走 行 ス ペ ー ス が 確 保 さ れ る な ど 緊 急 輸 送 道 路 の 機 能 強 化 に
寄 与 す る 。

（５） 緊急輸送道路の機能強化

４．事業の投資効果

成田市役所

成田赤十字病院

国道295号

国道409号

■緊急輸送道路の状況

緊急輸送道路

１次路線

高規格道路等

一般国道（指定）

一般国道（指定外）

県道等

２次路線

一般国道、県道等

供用 事業中

出典：千葉県緊急輸送ネットワーク図（令和3年3月）

大栄JCT

市役所

医療機関

指定緊急避難所
及び指定避難所

凡 例

十余三運動施設

成田高等学校

成田国際文化会館

遠山小学校

遠山中学校

川上小学校

成田IC

成田SIC

新空港IC

写真①

（仮称）
（主）成田小見川鹿島港線IC

２車線では道路の
閉塞が起きやすい

緊急車両の走行スペースを
確保しやすい

４車線化

通行不能

通行可能

通行可能

国道408号

成田JCT

写真①

※大栄JCT～国道296号IC（仮称）間は、1年程度前倒しでの開通を目指す
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国際医療福祉
大学成田病院

撮影日：令和6年10月8日

緊急車両

緊急車両

緊急車両

事業区間 延長4.26km

成田富里
徳州会病院



（６）地域医療サービスの向上

４．事業の投資効果

・ ４ 車 線 化 に よ り 、 緊 急 車 両 が 通 過 し や す く な り 、 成 田 市 前 林 地 区 か ら 第 ３ 次 救 急 指 定 病 院
で あ る 成 田 赤 十 字 病 院 ま で の 搬 送 時 間 が 約 4 分 短 縮 さ れ る 。

令和5年搬送人員（成田市消防本部）

■搬送ルート

■搬送時間の短縮

国道295号

新空港自動車道

（仮称）(主）成田小見川鹿島港線IC

富里IC

前林地区

成田赤十字病院

大栄JCT

成田市消防本部
（R6.ヒアリング）

高速道路

事業中

国道

主要地方道

搬送エリア

凡 例

1日１回以上、事業区間を緊急搬送で走行して

いますが、天神峰トンネル付近は渋滞が発生す

ることがあり一般車両を追い越しするのに苦慮す

ることがあります。4車線にすることで一般車両の

追い越しをスムーズに実施でき、病院到着時間を

短縮が期待できるため、早期の4車線化の実現を

希望します。

成
田
赤
十
字
病
院

整備前

整備後

約25分

約4分短縮

約21分

前
林
地
区

国道408号

成田JCT

※大栄JCT～国道296号IC（仮称）間は、1年程度前倒しでの開通を目指す
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成田赤十字
病院
2,674人

国際医療福祉
大学成田病院
1,659人

成田病院
247人

その他
883人

■搬送実績

※成田市消防本部において事業区間を通過する搬送ルートのうち、搬送実績の多い成田赤十字病院及び地区人口
の多い成田市前林地区の所要時間を算出

成田市

香取市

多古町

※成田市消防本部ヒアリングより作成

第3次救急
指定病院

※整備前：令和3年度全国道路・街路交通情勢調査
整備後：R22将来交通量推計結果

事業区間
 延長4.26km

成田富里
徳州会病院
1,549人



【事業全体】

費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益便益（Ｂ）

２９７億円０.２億円３８億円２５８億円

３.４
総費用維持管理費事業費

費用（Ｃ）
８７億円４億円８２億円

４．事業の投資効果

（７）費用便益比

【残事業】

費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益便益（Ｂ）

２９７億円０.２億円３８億円２５８億円

２７.０
総費用維持管理費事業費

費用（Ｃ）
１１億円４億円７億円

基準年：令和６年度注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする。
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
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（８）費用便益比の算定結果

備考前回評価（Ｒ２）今回評価（Ｒ６）

平成３０年２月版令和５年１２月版
費用便益マニ
ュアル

４．２６ｋｍ４．２６ｋｍ対象延長

令和２年度令和６年度基準年次

圏央道（大栄-横芝間）
令和８年度開通

令和６年度令和１１年度供用予定年次

供用後５０年供用後５０年分析対象期間

平成２２年度
道路交通センサス

平成２７年度
道路交通センサス

基礎データ

２３７（百台／日）２１４（百台／日）
R22（R12）推計
交通量

２９２億円２９７億円総便益（Ｂ）

７４億円８７億円総費用（Ｃ）

Ｂ／Ｃ ５．３（社会的割引率２％）
Ｂ／Ｃ ７．０（社会的割引率１％）

４．０３．４Ｂ／Ｃ

B/C
について

備考前回評価（Ｒ２）今回評価（Ｒ６）

５４億円５７億円事業費

事業費
について
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４．事業の投資効果



６．コスト縮減５．コスト縮減

• 新技術・新工法の積極的な活用を図り、

コスト縮減に努めながら、引き続き事業

を推進していく。

コスト縮減への取り組み
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【理由】 事業全体 残事業費

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）⇒『３．４』 『２７．０』

○整備効果

・ ４車線化による走行時間の短縮

・ 交通の円滑化による交通事故の減少

・ 緊急輸送道路の機能強化

・ 救急医療機関への搬送時間短縮

６．対応方針（案）

事業を継続し、効果の早期発現を目指す
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